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反転する視線
-G. バタイユ試論
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はじめに
バタイユにとって，眼，あるいは眼球状のものがひとつのオブセッショ
ンであったのは周知の通りである。『太陽肛門』 L'Anussolaire (1927), 
『松毬の眼』関係草稿 Dossierde l'a!il pineal (1927 ~ 30頃執筆）
『眼球諏』 IiHistoire de l'函l(1928)などの初期作品にその傾向
はとりわけ顕著である。眼という，バタイユ自身のことばを借りれば，
「極端な魅惑と恐怖の極致」という矛盾した反応をひきおこす器官に，彼
が異常なまでの執着をみせるのは，単にそうした反応に彼が人一倍鋭敏だっ
たからだけではない。 『眼球讀』で強調されるようなオブジェとしての眼
球は，「視線」というその唯一絶対の機能とは相容れないのであり，この
ような眼の根本的両義性こそは，バタイユの思想を理解するための重要な
鍵なのである。
直線が人工的産物であり，自然界には遍く曲線しか存在しないことから
も推察されるように，「視線」という，眼から対象に向けて引かれた，こ
の静止する直線こそは，理性の象徴であり，一切の抽象的思考を可能にす
るところの，対象との距離そのものなのである。ところが，理性の確実さ
が侵犯されるや，眼は正常な機能を停止し，視線は宙をさまよい，眼球は
白眼を剥く。これが『眼球讀』の世界であり，そこでは眼は徹底的に凌辱
され，供犠に付される。一見，猟奇的サディズムとフェティシズムに尽き
るかに思われるこの小説が，理性の転覆という，バタイユの思想の核心の
メタフォリックな表出なのである。以下，バタイユにおいて，この反転す
るまなざしが，通常の機能の対極にどのような新たな意味を獲得するに至
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るかを，『眼球諏』と『松毬の眼』を中心に，いくつかの角度から探って
いくのが，本稿の目的である。
I 
視覚は，「見る」という動詞が一般に多様な精神活動を多義的に表現し
得ることからも明らかなように，すぐれて理性的な感覚である。それは，
視覚が対象と直接に接触せず，常に一定以上の距離を保ちつつ機能すると
いう事実に基づいている。！） それに対し，触覚，嗅覚といった，対象に密
着する感覚は，より動物性を帯びたものとして貶められる。このような感
覚器官の位階づけは，肉体と精神の二元化，前者の価値剥奪という，人間
の歴史と不可分の様式を形づくってきた。2)
他方，性の領域においても，動物から人間への移行に際して，視覚の演
じる役割は，他の感官の退行と相侯って大きく変化した。嗅覚を中心とす
る動物の生殖活動に対し，視覚の優位は，羞恥心を生み，きわめて幻想
的であるのを特徴とする人間のエロティシズムを形成した。生殖機能から
逸脱して，多型倒錯的にすべてを性化していく過程において働く視覚は，
対象を見るという行為を，・即座に，対象の「物化」とその所有の意識へと
転換させる力を持つ。恋愛における相手を呪縛するまなざし，未開社会の
がん
呪術師が有する「凶眼」 mauvaisreil 31, また日本のヤクザの眼つけなど，． 
すべて，視線に直接に対象を侵蝕する力が備わっているとの確信に基づい
ていると言えよう。サドのフィクションやジル・ド・レエはその極限の例
である。彼らが欲望の対象たる少年や女性を次々と惨殺していくその刃は，
1970年以降 Gallimard社より刊行中の (E・uvres completesからの引用は，
巻数とページ数のみ示すものとする。
I) 西欧社会ではとりわけ，眼球一般は食物としてタプーの対象となっているのは
興味ぶかい。
2) Jacques Chatain, Georges Bataille.~poetes d'aujourd'hui~. Seghers, 
1973, p. 147-149参照のこと。
3) Marcel Mauss, Sociologie et Anthropolog記， P.U.F.,1968 •. 『社
会学と人類学』 I, 有地享他訳，弘文社， 1973,p. 66. 
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彼らの視線の代替物であり，肉体が裂かれるのを見，その刃と一体化する
ことで視線はエクスタシーをもたらす。 「自分は，彼らと肉体的に交わる
のよりも，彼らの首と四肢が切断されるのを見たり，彼らが呻吟して衰弱
していくのを見たり，彼らの血を見たりする方が，一層大きな快楽だっ
た。」 4)というジルのことばを，バタイユは『ジル・ド・レエ論』 Gilles
de Rais (1965)中に引用している。ここには，対象を死に至らせるま
でに肥大化した視覚的欲望の赤裸な表出が認められる。このように，視線
は深いところで死に通じているのである。5)
映画『アンダルシアの犬』 (1929)の冒頭で，若い女の見ひらかれた眼
を，剃刀が横にざっくりと裂くという有名なシーンに関しては，バタイユ
も『ドキュマン』誌上で言及しているが， 6)このシーンの今日なお斬新な
スキャンダル性は，まさに，対象を切り裂くべき視線の刃が，逆に自身に
向けられる，という意表を突いた場景によって，眼に関する暗黙のタプー
が破られた点に起因している。サドやジルに端的に表現されている視線の
暴力が，ひとたび自らに課されるや否や，認識のシンボルとしての視線を
4) G. Bataille, Gilles de Rais, J.J. Pauvert, 1965, p. 56. 
5) オリエはバタイユの Gillesde Raisを考察しつつ，性犯罪における視線
の意味について以下のように語っている。 <Lapassion de ce regard est 
la mort dans laquelle il s'enracine. Le regard esthetique qui dechire 
les apparences et qui ouvre les corps permet a l'homme de rejoindre 
enfin et de contempler son sol nourricier : la mort; ce milieu ou 
plonge ce regard-racine n'est pas le corps vivant qui le porte, mais 
celui vers lequel il se porte, corps-image mourant sacrifie dans la 
mise en spectacle.>< La Tragedie de Gilles de Rais>, in L'Arc, 
n°44, 1971, p. 84. 
6) <C. ..) l'reil pourrait~tre rapproche du tranchant, dont !'aspect 
provoq ue egalement des reactions aigues et contradictoires : c'est la 
ce qu'ont dO. affreusement et obscurement eprouver les auteurs du 
Chien andalou lorsque aux premieres images du film ils ont decide 
des amours sanglantes de ces deux~tres.> Documents, n゜ 4,1929, 
p. 216. 
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送り出す眼という器官は，突如，柔らかなゴム状の球体となり，『眼球諏』
における，卵，睾丸と連なるパラディグムを生み出す<objetrond "hor-
rible au toucher")> 7>と化すのである。
ここで，この同じ眼という器官をめぐる，極端に矛盾するこれら二つの
様相を，ひそかに互いに媒介しているところの，あるプロセスを見出す
ことが問題となろう。それについては，『内的体験』 L'Experience
intるrieure(1947)の第四部，「刑苦への追伸」 Postscriptuma laSup-
pliceが重要な示唆を与えている。そこで彼は，眼の正常な機能の行使か
らその喪失に至る動的過程を，そのまま，非・知への到達をめざす自己の
精神活動のドラマのメタファーとして用いているのである。
まず，バタイユによれば，主体は「内在性」 immanence81と彼が呼ぶとこ
ろの洸惚状態に達するために，ある「点」を自己の前に定置せねばならな
い。内的体験においては，主体と客体のスタティックな融合がはじめから
存在しているわけではなく，主体はある対象（ここでは「点」）を措定し，
それに向かってすべての精神活動を結集させることが要求されるのである。
「精神はその点を定置するやいなや，一個の眼となる。」9) すなわち，こ. . . . . . . 
の内的「瞑想」 contemplationは「凝視」にひとしい。但し，この点と主
体を結ぶ直線は，客観的認識の主体としてのコギトと対象の間に打ち立て
られていた不動性をもはや持たない。この点は，主体が投げ入れられた，
絶えざる騒擾に満ちた内的運動の結集点である。
A l'avance, ce point est devant moi comme un possible et l'expか
rience ne peut s'en passer. Dans la projection du point, les 
mouvements interieures ont le role de la loupe concentrant la lu-
7) Jacques Chatain, op. cit., p. 154. 
8) バタイユによれば，諸存在は通底しており，主体の最深部は，死を自己の真実
として持つ世界の内奥へとひらかれている。この内奥を，彼は内在性，または
連続性と呼ぶ。
9) V, p. 138. 
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miere en un tres petit foyer incendiaire. C'est seulement dans 
une telle concentration―au-dela d'elle-meme —que l'existence 
a le loisir d'apercevoir, sous・forme d'eclat interieur, "ce qu'elle 
est", le mouvement de communication douloureuse qu'elle est, qui ne 
va pas moins du dedans au dehors que du dehors au dedans.10l 
この過程をバタイユは自己の「演劇化」 dramatisationと呼ぶ。主体と
いう個体存在が内在性に参人するためには，この「演劇化」，すなわち，
ある種の擬似視覚装置の中に身を置くことによる自己の客体化を必要とす
る。ところが，ひとたび点に向けて精神を集中するや，逆に主体がその点
へと呑み込まれていくのである炉そのプロセスが完遂したとき，言い換
えれば主体自身が点と化したとき，点は全宇宙（裏返された宇宙）にまで
拡がる。こうして距離は消失し，主体と対象の喪失，二者の極限的合体が
果たされる。)2)これが，認識の頂点にある「非・知」 non-savoirの夜で
ある。
Cet objet s'efface et la nuit est la : l'angoisse me lie, ele me 
desseche, mais cette nuit qui se substitue a l'objet et maintenant 
repond seule a mon attente? Tout a coup je le sais, le devine 
sans cri, ce n'est pas un ob jet, c'est ELLE que j'attendais ! 13 l 
バタイユにとって，非・知とは，知の欠如ではなく，知の横溢に必然的
に伴う知の彼方への侵犯であり，同じく，夜は光の横溢，盲いは視線の過
10) V, p. 138. 
11) <C) . . . a prtir du pomt pro1ete, !'existence defaille dans un 
cri.► V, p. 138. 
12) <(...) dans l'etincelle de l'extase, les bornes necessaires, sujet-
objet, doivent etre consumees, elles doivent etre aneanties. ► Le 
Coupable, V, p. 283. 
13) V, p. 144-145. 
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剰の結果である。一点に吸収され，己れ自身の内奥である非・知の夜へと
墜落していく精神を，眼のメタファーで語るならば，それは盲点（目の中
の目）に没した眼，ついに己れを対象とすべく反転し，白眼を象ljき出しつ
つ，自らの夜，すなわち空虚な眼寓の方へと向かう眼なのである。14)マダ
ム・エドワルダの性的洸惚が彼女の lesyeux blancsによって象徴され
るように。15)また『内的体験』で，非・知に到達したバタイユが「あたか
も太陽を凝視しようとしたかの如く，私の両眼は滑り落ちる。」16)と語って
いるように。
このように，バタイユが繰り返し『内的体験』や『有罪者』 LeCoupable 
Cl944)で主張している，非・知へのプロセスー一未知の諸事象を既知事
項へと順次還元する認識活動が，突如中断され，逆に既知が新たな未知と
して異議に投ぜられていくプロセスーーは，明らかにこの眼球の反転と響
き合っている。ゆえに，それは理性の転覆を表現するための最も効果的な
メタファーとなろう。理性の忠実な道具であった視線は，文字どおり自ら
に刃をふるい，眼球は，易ljられ弄ばれるエロティックな物体として非・知
の祭壇に供せられるのである。次にその具体例を『眼球讀』に見てみよう。
I 
バタイユが肉体の露出や毀損のイメージを多用するのは，それらが均質
(homogene)な日常世界を突破して，一挙に「異質なもの」 l'heterogene,
14) V, p. 129参照のこと。また，オリエは，バタイユにおいて思考の覚醒が
自らの蕩尽に至るまで徹底されていることを，次のような視線の比喩で語っ
ている。<1 ne suffit plus d'ouvrir et d'accueillir le jour; il 
faut les ouvrir jusqu'a la nuit, jusqu'a ouvrir le jour a la nuit et 
la nuit a l'autre nuit, il faut toujours "ouvrir les yeux davantage" 
dans un regard, a la limite, exorbite ou revulse.>, <Le Materia-
lisme dualiste de Georges Bataille>, in Tel Quel, n• 25, 1966, 
p. 43. 
15) Madame Edwarda, II, p. 29. 
16) V, p. 139. 
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非・知へと移行するための「裂け目」の役割を果たすからである。17) 「ひ
きつる眼球」 l'reilrevulseもまた，性器や傷口と同じく肉体に生じた
一種の裂け目，それも理性への漬聖を強く暗示する裂け目なのである。18)
『眼球諏』の二つのクライマックスー一闘牛士の死と神父の殺害—の中
心テーマはいずれも眼球の凌辱であるが，これらのシーンは文字通り意味
の世界を引き裂き，既製秩序の完膚なきまでの崩壊を惹起する。同時にそ
こには，新たな世界における奇妙な照応関係が生じるのである。
まず，闘牛場でシモーヌは，殺されたばかりの牡牛の睾丸を弄びつつ，
色情的洸惚状態に陥るが，その瞬間に，闘牛士グラネロの眼球は牛の角に
貫かれ，ダラリと垂れ下がるのである。あたかも，太陽の真下，円形の闘
牛場において，太陽（宇宙の眼）への供犠が成就したかのように。19)
Deux globes de meme grandeur et consistence s'etaient animes de 
mouvements contraires et simultanes. Un testicule blanc de taureau 
avait penetre la chair "rose et noire" de Simone; un reil etait 
17) 彼の著作中に， dechirure,blessure, fente, f@lure, brecheといった類
いの単語は移しく見られる。
18) <:Le globe玲vulse,c'est a la fois l'ceil le plus ferme et le plus 
ouvert: faisant p1voter sa sphere, demeurant par consequent le m@me 
et a la m@me place, il bouleverse le 1our et le nmt (...)> Michel 
Foucault, ~Preface a la transgression>, m Critique, n 195-
196, 1963, p. 764. もともと，身体と知性，内的なものと外的なもの，液体
と固体の境界上にあるという，きわめてアンピバラントな器官である眼は，他
次元への移行を容易ならしめる性格を有しているとも言えよう。
19) 1922年5月7日，マドリッド闘牛場でマヌエル・グラネロに実際に起きた事
件であり，バタイユも目撃している。なお彼は1930年， Documents,n°8の
<: La mutation sacrificielle et l'oreille coupee de Vincent Van 
Gogh>と題する一文で，太陽神への供犠としての肉体の毀損について語
り，中でも眼球の易lj出がその最も怖るべき形態であると指摘している。 (I, 
p. 258-274.) 
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sorti de la tete de jeune homme. 
20) 
その後，シモーヌはこの欲望の間接的実現に飽き足りず，セビリヤの教
会の告解所で神父を惨殺した後，英国人の連れにその眼球を刷らせ，自分
の性器に挿入する。こうして，最も高貴な視覚から最下位の触覚に至る感
覚器官のヒエラルキーは逆転する。常に無疵であらねばならなかった眼は，
快楽のための道具，触覚的欲望の餌食と化すのである。更には，シモーヌ
の性器からのぞく尿にまみれた眼球が，主人公の意識内で，既に死んだマ
ルセルの涙と凝視に溶け合うとき『眼球謂』の前年にバタイユが『太陽肛
門』の冒頭で掲げた， ~11 est clair que le monde est purement pa-
rodique, c'est-a-dire que chaque chose qu'on regarde est la parodie 
d'une autre, ou encore la meme chose sous une forme decevante.)>と
いうテーゼが実現され，裏返された世界（非・知）の円環が完成する。~1)
(...) je me trouvai alors en face de ce que — j'imagine 一 j'at­
tendais depuis toujours: comme une guillotine attend la tete a 
trancher. Mes yeux, me semblait-il, etaient erectiles a force 
d'horreur; je vis, dans la vulve velue de Simone, l'oil bleu pale 
de Marcelle me regarder en pleurant des larmes d'urine. 22) 
その円環内では，意味とものは互いに交換し合い，際限なく重なり合い
循環することで，自らを空虚なものにするのである。語句が互いに定義し
20) I, p. 598. 引用はすべて1941年の新版に拠った。
21) I, p. 81. なお，バタイユのレシに特有のことばの円環性については以下
を参照のこと。 Jacques Cha ta in, op. cit., p. 17. Michel Le iris, 
< Du temps de Lord Auch ►, in E Arc, n°32, 1967, p. 8. 
Peter Ben Kussell, Georges Bataille: The esthetics of mater-
iaZ-ism. University Microfilms international, 1976, p.126. Roland 
Barthes, <I.,a Metaphore de l'ceil►, in Critique, n゜ 195-196.
22) I, p. 605. 
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合うことによって，あたかもすべてを説明しているかに見せ，その実何も
語らない，「円環的辞書」の如き世界がそこに現出するのだ。あるいは，
フーコーの表現を借りれば，眼球とそのメタファーである睾丸は，シモー
ヌの肉体の中で，「原初の夜」へと，すなわち意味なき渾沌へと連れ戻さ
れるのである。23)
しかしながら，この世界は，内側に閉ざされスタティックに充足する空
間ではない。二つのシーンはいずれも供犠としての性格を持ち，生贄を死
に追いやるが，ここで，まなざしと死の同居という，いまひとつの禁止の
侵犯が行なわる（前のシーンで不完全な 芽であったものが，後のシーン
で完成される）。 死とは一種の眠りであるから，死の後に見ひらかれた
眼は，死への冒潰である。給死したマルセルを発見した主人公とシモーヌ
が，彼女の<(lesyeux ouverts}>を前にしたときの嫌悪と困惑はそのこと
を物語っている炉死においてひらかれた眼，あるいは更に広げて，洸惚
のさなかや，恐ろしい光景を前に見ひらかれた眼は，認識の尺度を越え出
たもの，それを前にしては自然と眼を閉ざさざるを得ないものをも，明晰
なまなざしで見据えんとする，バタイユ自身の意志の表出である。視力と
意識の喪失という平凡な死は，もはや意味を持たない。シモーヌの肉体の
奥からのぞくマルセルの無気味なまなざしは，非・知の空間をも貫いて常
により遠くをめざす，精神の内的運動の象徴であり，『内的体験』に描か
れる，夜を見つめる「眼球のとび出した視線」 regardexorbite25'に等し
いのだ。こうして，非・知と明晰さという相反するものの同居により，内
的運動を一層深めていくという，バタイユ特有の，殆ど弁証法的な過程が，
ここに生じるのである。26)
23) Michel Foucault, op. cit., p. 768. 
24) I, p. 46. 
25) v. p. 145. 
26) 拙稿「＜死にゆく自我＞の至高性」，＜千里山文学論集＞第27号．関西大学
大学院文学研究科院生協議会,1982参照のこと。
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II 
『眼球諏』に典型的に見られるような，意味の循環作用（滑り落ち）を
バタイユの世界像全体に認めるならば，眼の最大のメタファーは，太陽に
他ならない。逆に言えば，眼球こそが人間に生じた太陽的器官なのである。
シャタンが指摘するように，太陽も目も，視力を可能にするために必要
とされるものでありながら，自身は不可視なものである，という点で等し
い炉ゆえに，己れを見つめんとして眼寓の闇に向かって空転する視線は，
太陽を直視することで視力そのものを失う視線と等しいのである。太陽の
光の助けで，対象に向かって水平に働く視線は，「太陽にも，交接にも，
死体にも，暗闇にも耐えることができない。」2aiその逆に，垂直の視線があ
るとすれば，それは，一切の過剰エネルギーの根源たる太陽に自ら望んで
灼きつぶされる，過剰なる視線であろう。29)
ここで，バタイユに特徴的な，水平軸と垂直軸という二元性について言
及する必要があるだろう。バタイユにとって，時間が，「企て」に支配さ
れ未来に従属する水平の時間と，瞬間的な忘我によりじかに対象と交感が
可能な垂直的時間に区分されることは，先に拙稿で触れた（注 26)参照）。
彼は一方，『松毬の眼』30)において，地球上の生物を，水平に移動する動
物と，垂直に生育する植物に分け，動物の中で人間のみが，直立したこと
によって自らを垂直軸に位置づけ，植物の至高性をも備えるに至ったとす
27) Jacques Chatain, op. cit., p. 155. 
28) L'Anus solaire, I, p. 85. 
29) ヘーゲルの『美学』の次の一節は，太陽と視覚の協調関係に言及したもので
ある。 <Lauue, (...), se trouve avec les objets dans nu rapport 
purement theorique, par l'intermediaire de la lumiere, cette matiere 
immaterielle qui laisse bien aux objets leur liberte, en les eclairant 
et en les illuminant, mais sans les consommer, C. ..).)> traduit par 
Jacques Derrida, I.: Ecriture et la difffrence, Seuil, 1967, p. 
147. ところが，イカロス神話に象徴されるように，ひとたび許容範囲を破っ
て接近するものに対しては，光は刃と化すのである。
30) 1927年から30年頃にかけて書かれたと思われる断片的な草稿を，死後まとめ
たものである。
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る，奇妙な進化論を主張する。31)しかしながら，人間の日常はすべて，有
効性の原理に基づく水平の運動，水平の視線から成っている。バタイユに
よれば，人間が自らの至高性を全うするためには，進化の頂点で，頭蓋の
てっぺんを貫いて，太陽と対峙する第三の眼球<l'reil pineal:}32, が出
現せねばならないのである。
まさにこの眼球こそが，天にひらかれた垂直の視線である。聖なる建造
物が，最上部に彼岸と交流し得る開口部を有する，という宗教学上普遍に
見られる事実に照らせば，それは人間を聖なる存在にまで高める器官なの
である。33)
L'reil est sans aucun doute le symbole du soleil eblouissant et 
celui que j'imaginais au sommet demon crane etait necessairement 
embrase, etant voue a la contemplation du soleil au summum de son 
eclat. 34i 
視線はただ単に水平軸から垂直軸へ置き換えられただけではない。同時
にそれは，＜見るもの→見られるもの＞という方向性を持つ一方的視線か
ら，交感の裡に相互が一体となるような，同一化の働きを持つ視線への転
換なのだ。
31) I, p. 25-26. 
32) 「松毬の眼」 l'reilpinealという名称は，デカルトが心身結合の場と考え
た「松果腺」 lapinealに想を得たものと考えられる。
33) 宇宙，家，人体というこれら等価値な諸形象のおのおのが上部に＜孔＞を持
つ，つまり他の世界への移行を可能にするような開口部を持ちうる。」 M.
Eliade, Das Heilige und das Profane, Hamburg, 1957. 『聖と俗』
風間敏夫訳，法政大学出版局， 1969,p. 163. なお，寺院の丸天井の奥にあ
る開口部は，建築上の伝承によれば，「眼」と呼ばれるのである。
34) I, p. 14. 
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L'acte de regarder en face equivaut a l'identification. 35> 
「交感」 communicationというめくるめく流動運動においては，もはや
どららが見られているのかは定かではない。眼は太陽となり，太陽は巨大
な燃える眼球となる。二者の間に交される視線は光の刃の眩ゆい氾濫であ
り，距離は失われる。バタイユが好む「天空への失墜」 lachute dans le 
cielという逆説的表現が明らかにしているように，そこでは上下の感覚
は転倒し，上昇することは，事物あるいは自己の内奥に降りていくことと
等しい意味を帯びるのである。36)垂直軸の完成のみが最終目標であるなら
ば，キリスト教において，天の永遠性が此岸である大地の不動性を保証し
得たのと同じく，天一人間一大地という軸は固定化されてしまうであろう。
バタイユが希求している，同一視による交感は，垂直軸自体をも爆破する
ものである。すなわち，その視線は人間と太陽の交接なのである。
Ainsi 1'reil pineal, se detachant du systeme horizontal de la vi-
sion oculaire normale, apparait dans une sorte de nombre de larmes, 
comme l'reil d'un arbre ou plutot comme un arbre humain. En 
meme temps cet arbre oculaire n'est qu'un grand penis rose (igno-
ble) ivre de soleil () D . . . .ans cette transfiguration de la nature, 
au cours de laquelle la vision elle-meme, que la nausee attire, est 
dechiree et arrach細 parles釦latsdu soleil qu'elle fixe, l'erec-
35) I, p. 15. 更に，カッセルは，太陽が父親の象徴であるところから，バタ
イユにおける，「太陽」の「直視」→ 「盲目」のプロセスを，「父」への
「同一視」→ 「去勢」という精神分析上のプロセスに重ね合わせ，バタイユ
にオイディプス願望を認めている。今後の研究に侯つべき，興味深い指摘で
あると思われる。 PeterBen Kussell, op. cit., p. 18. 
36) たとえば，次の詩句は最も示唆的である。
<le CIEL inverse dans tes yeux>,, IX, p. 153. 
く()1 . . . a terretourne vert1gmeusement dans le ciel.>,, I, p. 53. 
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tion cesse d'etre un soulevement penible a lasurface du sol et, 
dans un vomissement de sang fade, ele se transforme en chute 
vert1gmeuse dans 1 espace⑫ leste accompagnee d'un cri horrible. 37> 
動物が成熟の極で生殖に向かうように，松毬の眼は，個体存在の極点で
自己充足の殻を破り，一個の噴火口の如く宇宙へ向けてエネルギーを放出
するのである。それは，『太陽肛門』の次の一節が述べる奇怪なロジック
によって，宇宙全体の運動に参与する。
Les deux principaux mouvements sont le mouvement rotatif et le 
mouvement sexuel, dont la combinaison s'exprime par une locomo-
tive composee de roues et de pistons. Ces deux mouvements se 
transforment l'un en l'autre reciproquement. C'est ainsi qu'on 
s'aperi;:oit que la terre en tournant fait coiter les animaux et les 
hommes (...) et que les animaux et les hommes font tourner la 
terre en coitant. 38) 
この論理に従えば，太陽と眼球の間の垂直の運動は，地球や他の天体を
回転させ，あるいはその回転運動が松毬の眼を生じさせることになる。バ
タイユが生涯希求しつづけた宇宙的交感は，この眼球に象徴される。垂
直の視線は，不動の大地を突き抜けて，<I'existence mouvementee de 
l'univers>へ，<l'ivresse du ciel> 391へと呑みこまれていかねばな
らない。バタイユが好んで用いた語<I'i vresse du ciel >とは，単なる
37) I, p. 27. 
38) I, p. 82. 
39) <Comment pourrais-je, en efet, participer a l'ivresse du ciel ? 
Je regarde: regarder damande ma p治sence匹trifieen ce point du 
monde. Chacune des veri給ssensibles reconnues de moi, ma condi-
tion d'homme la rapporte a l'erreur du sol fixe, a !'illusion d'un 
fondement immuable.~La Limite de l'utile, VIII, p. 187. 
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詩的レトリックではなく，また無論，科学的に算出された法則に従って規
則正しく運行する宇宙でもない。それは，物質性を備えつつも，直接に主
体の内部を映し，また主体によって反映されるような天である。主体の内
奥は，まさにこの視線を介して，宇宙の懐へと通底しているのだ。
こうして，バタイユの世界には，奇妙な＜ミクロコスモスーマクロコス
モス＞が出現する。細部が各々厳密に対応し合うような静止した照応関係
と異なり，そこでは，二つの同心の球体ー一宇宙と眼球一~は，常により
遠くへ限界を押し拡げ，より深く天空の陶酔に身を委ねようとする，痙攣
的な視線で結ばれている。この視線は確かに一体化をめざすものであるが，
但し果たし得ない一体化である。なぜなら，依然として視線の機能が存続
しているのであるから。すなわち，一体化の視線は，主体と宇宙の間に交
感を生じさせ，その二極を燃え尽くしつつも，絶えず新たにより遠い距離
を置き直すことにより，一層交感の強度を高めるのである。
はじめに，己れの眼寓へと反転する視線であったものは，ここでは，垂
直軸への移行を介して天空へと向かう。天空は，天頂に太陽という盲点を
いただ＜，巨大な眼寓に他ならない。 『眼球諏』の中の，夜空を見上げる
主人公の瞑想シーンは，先に挙げた二つの残虐シーンの陰画として，宇宙
との静謡なコレスポンダンスを描き出している。
Je m'allongeai alors dans l'herbe, le crane reposant sur une 
pierre plate et les yeux ouverts sur la Voie lact給， etrangetrouee 
de sperme astral et d'urine celeste a travers la voO.te cranienne des 
const~llations: cette felure ouverte au sommet du ciel, apparem-
ment forme de vapeurs ammoniacales devenues brillantes dans l'im-
mensite —dans l'espace vide oi. elles se dechirent comme un cri 
de coq en plein silence - un reuf, un reil creve ou mon crane 
ebloui, colle a la pierre, en renvoyaient a l'infini les images 
symetnques. 40) 
40) I, p. 591. 
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卵 reuf,眼 reil,頭蓋 crane,弯隧 voftteという球体のパラディ
グムと，尿 urine,精液 sperme,銀河 Voielacteeという液体のパ
ラディグムい）が互いに交錯する，このシメトリックな宇宙を，主人公の沈
黙の視線はどこまでも貫いていくのである。更には，バタイユのレシの中
で，日常の裂け目から異質なるものの空間にさまよい出た登場人物たちの
上に，たとえば，『青空』 LeBleu du ciel (1935)の末尾のシーンに
おける，墓地の中の主人公とドロテアの上に，~2)また『マダム・エドワルダ』
Madame Edwarda 0937)で，夜の街をエドワルダを追って祐挫する主人
43) 
公の上 に見出すことができるのは，常にあの同じ，星をちりばめた弯薩，
眼寓，頭蓋状の天空ではなかったろうか。
おわりに
眼の凌辱，あるいは反転する眼のイメージは，まず第一に，視覚という
最も理性的な器官を故意に中傷することによって，読者を，日常の「企て」
の次元から異質な領域へと，暴力的に直面させる効果を持ったものであっ
た。 『内的体験』の「点」の考察が明らかにするように，そのイメージは，
単なる手段にとどまったのではなく，それなくしては，バタイユ自身，諸
事物のあれほどの深みへと下降していくことが不可能であったかもしれな
い，思想の突破口としての根源的イメージであり，更には，バタイユの世
界像そのものが眼球的構造をとるに至るまでの，妄執的イメージであった。
それは，昼の光に自らを灼き潰し，盲いることで，同時に夜の空虚をも共
有するまなざし，反転しつつ眼寓の闇を貫いていくことで，ついには星々
の瞬きに達するまなざし，常に僅か後方へと消えていく，震える輪郭を持っ
た巨大な球体である宇宙のただなかへと，どこまでも失墜していくまなざ
しなのである。
（博士課程後期課程）
41) Roland Barthes, op. cit. 参照のこと。
42) II, p. 481-482. 
43) II, p. 19-25. 
